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常磐炭田四倉・臼立間の海底地質調査報告

喜多河庸＝＊　新野一弘＊＊

　　　　　　　　　　　　R6sum6

0ntbeSubm＆rineG♀ologyof窺nareafromyotsuku聡
　　　　　toHitachiintheJ’obanCoa1Field

by

Yoji　K：itagawa＆Hiroshi　Niin6’

　　　丁五e　geologic　survey　of　the　Joban　coa1五eld　is　now　in　progress　by，the　members　of

the　Geological　Survey．　However，the　geologic　investigation　off　tlhe　coal　field　has　never

been　done．

　　　Dur加g‡he　period　from　March，1951，to　May，ユ953夕the　wri重ers　lhad　severaI　oppor－

tunities　of　dredging　in　an　area　which　is］ocate口near　the　shore　of　the　Pacific　Ocean　between

Yotsukura　in　the　north　and　Hitachl　in　tlle　sout血．

　　　Numbers　of　the　dredging’stations　are　one　hundred　and　six，an（i　they　are　afar，ten

to丘fteen　kilometers，from　t五e　coast．Among　them　aamples　of　rocks　were　obtained　from

SeVenty　StatiOnS．

　　　The　submarine　geology　o垂the　area，so　far　as　the　writer’s　survey　wasr　coぬcemed，

c・uldbedari丘edbythef・ssi至s・ff・raminiferaandlithiccharacters・f蜘edredgingsam－
ples。Though　the　survey・off　the　Futaba　district　in　the　coal　fi母d　is　remained　and　the　de・

tailed　sur▽ey　of　the　whole　area　should　be　done　here　after，the　general　aspect　o鉦the　Joban

coa夏丘eld　could　be　grasped。

　　　Thi台area　is　divided　into　the　northern　an（i　the　southern　parts　by　the　extension　of

the　Yunotake　fau琵running　northwest－soutわeast　for．about　four　kilometers　at　the　west　of

Yum・t・，andthes伽cture・fb・thpartsbeillgdi登erentineach・ther・
　　　The　bottom　struc‡ure　in施e　northem　part　corresponds　to　the　east　wing　of　a　single

sync玉ine．　Itゴaxis　runs　almost　aiong　the　shore　line．　The　syncline　plunges　northward　in

thesρut血・ft五eFutatsuyafault・whichhasatrend・fn・rthw邸・utheastatth6s・uth・f
Yotsukura　and　it　is　dislocated　by　several　faults　running　from　northwest　to　southeast．　The

relation　between　this　syncline　and　that　in　the　north　of　the　Futatsuya　fault　is　indistinct・

Whileasynclin・rium・peningt・wardss・ut五exists1nthes・uthempa實・ftheYun・take，

fault．

要　　旨

　常磐炭田の地質調査は現在進行中であるが，炭田沖の

海底調査は未調査であった。今回のドレッジによる海底

調査は昭和26年3月から同28年5月までの期間に数回

実施され，調査範囲は，福島県双葉郡四倉の沖を北限と

し，茨城県日立の沖を南限とする海域である。

　ドレッジが行われた地点は総計106点で，これらはい

ずれも海岸線から10～15km以内に位置する。また岩

盤が掻き取られたのは，このうち70，点であつた。

　調査区域の海底の地質は，掻き取つた標本の岩質やそ

＊燃料部
＊＊束京水産大學敏授 地質調査所調査員

れに含まれる有孔虫化石によつて明らかにされた。まだ

炭田北部め双葉地区沖が未調査であり，また炭田全域に

っいての精査は今後実施されなければならないが，今回

の調査によつて常磐炭田沖の地質の概要は判明しかもの

と考えられる。

　調査海域は，湯本市街地の西方約，4kmの地点をNW

～SEに走る湯の嶽断層の海底に予想される延長線によ

つて南と北に2大別され，西側はそれぞれ違つた地質構

造を形成しているQ

　湯の嶽断層から北側の海底の地層は向斜構造の東翼に

該当し，その軸はほ怠海岸線に滑つている。また同海域

は四倉市街地の南部をNW～SEに走る二つ箭断層によ

つてざらに2分され，同断層から南側の向斜軸は北方に
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沈降し，かっ：NW～SE方向の数断層で切断されてい

る。この向斜軸は二つ箭断層の北側のものと一連のもの

であったかいまのところわからない。

　湯の嶽断層から南側の構造は，南方に緩く沈降する複

向余1とみな’ずことカミできる。

ヱ．緒　　言

　常磐炭田沖の海底調査は1951年から実施し，なお現

在調査継続中であるが，今までのと；ろ海上調査の延日

数は，配船の都合その他で13日にすぎず，未だ概査の

械をでない。

　調査法ほド’レッジによるもので，使用レた船舶につい

ては，おもに東京水産大学，時に海上保安庁水路部の協

力を得て，その練習船や観測船を利用した。

　調査海域の乖限は福島県四倉市街地の沖約15kmま

で，南限は茨城県日立市初崎の沖約15k由までで，南北

の長さは約60km一にわたり，その面積は約600km2で

ある。ドレヅジを実施した地点は合計106点であるがそ

のうち岩盤が掻き取られたのは70点であつた。岩盤が

とれた地点で陸岸から最も遠い距離は約1αkmで，『最

大水潔は63mであるが，普通大部分の地点は陸岸から

6～7・kmの範囲内にあり，水深も50m，以内であつた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の布孔虫や介化石の鑑定には東北大学教授浅野清桐江

口元起・同畑井小虎および同大学院学生鎌田泰彦ら4氏

の援助を得，石炭の炭質的考察には当所佐々木実技官が

協力した。また古河鉱業株式会社と高萩炭砿株式会社か

ら作業実施に当つて多大の便宜を受けた。

　こXに東京水産大学と海上保安庁水路部および上記の

方々ならびに両会社に対し厚く謝意を表する。

2。調査作業

海底調査に当り，その海上や陸上作業および予め実施

する予備作業などについては，さき’にその概要を述べ

た1）のでこ』では省略する。

3．海底の地質

　3．1海底に分布する地暦の薩知陸上資料による一般

的性黙

　常磐炭田の地質層序と各層の概括的特性は，既知資料

を総合すれば次表のとおりである。この表を作るに当つ

ては，浅野清の口述のほか主として下記文献を参考にし

たQ

　1〉佐藤茂，松弁寛；　湯長谷層群と白土層群との関

　　　　　　　係，地質雑，58巻，687号，1953
　2）鎌田泰彦：　常磐炭田三崎附近の層序および地質

註　1）ドレツジによる海底燦田調査，．地質ニユース，No．2，1953，

　地質調査所

3）

4）

　　　　構造，地質雑，59巻，670号，1953
松井　寛；　いわゆる多賀層について，地理学，『

　　　　　1巻，4号，1953
須貝貫二，松井寛：　常磐炭田湯本東部地耳調査

　　　　報告，地質調査所報告，第157号，

　　　　1953
13．2掻き取つた標本から考察できる海底の地質

　海底から掻ぎ取つた標本の岩質や化石を陸上のものと

比較し，陸上の地質構造を参考にして本地域の海底の地

質状況を推測すると次のようである。すなわち本地域の

海底は，湯本の西方約4kmにある田場坂を通るNW～’

SEの断層（湯の嶽断層）の海底に予想される延長線によ

つて，まず南と北とに2大別される。北側区域は四倉市

街地の南側をNW型SEに走る二つ箭断層と・江名市街

地の北側をNW～SEに走る白坂断層とによつて，さら

に3分される〇

　ニツ箭断層の北側，すなわち常磐炭田双葉地区の南部

にあたる海域では，四倉市街地の南東2で》3kmのとこ

ろに，おそらく石城砂岩層のものと思われる堅硬な礫岩

や礫質砂岩・または細粒砂岩の露出（ドレヅジ番号34・

37～39に．よる）がある。またドレッヂ番号29・34およ

び39の3カ所からは少量の石炭の破片が採集された。

その炭質はいずれも双葉地区の石城砂岩層中の石炭の性、

状とよく似ている。しかし，これが果して炭層の露頭が

掻き取られたものかわからないので，今後適当な方法で

その産状を確認する必要がある。ま’た四倉市街地の東方

および南東方いずれも約4kmの海底に，おそらく双葉

層群のものと，思われるほとんど石英と長石からなる白色

堅硬な細粒砂岩と礫岩が分布している（ドレッジ番号30。

＾・33， 43～44，54，》55にょる）。したがつてこの区域の

海底の地層は，陸上で認められる向斜構造の東翼に該当

ししかも西翼とほ黛対称的に石城砂岩層や中生層が発蓬

しているものと思われるo

　白坂断層と二つ箭断層の予想延長線に挾まれる海域の1

うちで，陸岸が沖積層で覆われる区域の沖は岩盤の露出

がないので，その地質構造はわからないが，白坂断層の．

北側にあたる塩屋岬～富神岬間の沖合3～4kmの海域

では岩盤炉掻き取られ・岩質と化石とによつて高久層．

礫・白土層礫および湯長谷層礫本谷泥岩層が，いずれも

ほ讐：NE－SWの方向に分布することが判明した。すな

わち富神岬の北東約2kmからさに北東方にわたる海底

で掻き取られ：た岩片（ドレヅジ番号41。51・53：および61

による）は，いずれも灰褐色の中粒～細粒砂岩で炭質物

や貝化石の破片を含み，ドレヅ．ジ番号61には団球と思

われる堅硬な細粒砂岩が含まれる。また61ではハ耽距

彪麗やZ枷0餌5の貝化石のほか，有孔虫化石として

γα9伽％～魏α％％窺腐％o郷痂6盟sおASANO　が多く採集され
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地　　層　　名

　　　∫沖　積　層
第略洪一不轡㎜藩
　　　～一一一一一一不．整合…忌一一一一

第三系

多　　賀　　層　　群

哩一…不整合、一…一

．㎏』灘
　　　｛

　　　　　1
　　　　　　　　コ　　　　上高久砂岩層
へ～“　いへ’不整合・一一一へ～一訓

　　　∫

白土層群　中　　山　　層

、／
潜一一一一一一不整合一一一～一一

　　　　三沢ヴ砂岩層

本谷泥岩層

湯長谷層群　亀の尾頁岩層

水野谷砂岩頁岩層

　　　　五安砂岩層
一・…／…一一不整合一一…一笥’一

　　　／白坂泥岩層

　　　族貝砂岩層

白水醐
し石城砂岩層

層厚
（m）

2戸》8

120～
　2GO

一一一……一一不整合一

『
先
第

三系∫双葉層群
　　　／　　　　　　　　　　　　　で　　　　一一…一一一一不整含一一へ

　　　　花崩岩および角閃片岩

50～
70

50’）

70

55｛・

70

90～
170

5戸》

150

55～
170

55～
105

35～
125

5’》

115

85｛’

250

20～
95

110～
340

90’》

140

記 事

礫・砂および泥からなり，平地を構成する。

主として礫と砂からなり，河岸段丘を形成する。

凝灰質於泥岩や同質の細粒砂岩が主体をなし，きわめて堅い団
球を多数含んでいる。少なくとも日立市附近から平潟附近まで
の間には，かなり大規模な偽層が発達している。また貝化石の
ほかにSagaritesを多量に含むのが本層群の特徴である。

おもに塊状の青灰色於泥岩からなり，ときに凝灰質の砂岩を挨
在する。またしばしば細粒の浮石を含んでいる。

』おもに細粒砂岩からなり，砂岩中には石灰質の団球が形成され
ている。またNuculanakongiens五s（OTuKA）やAnadarawata－
nabei（：KANEHARA）などの貝化石と，本層特有の有孔虫を産す
る。

主として礫質粗粒砂岩からなり，礫は古期岩石のほか安山岩か
らなつている。砂岩は黄色ないし灰褐色の粗粒石英質塊状砂岩
である。・珪化木や石灰質の団塊を含む場合が多い。

これは従来の中山凝灰岩層が主体で，凝灰質於泥岩・凝灰質砂
岩・礫岩および擬灰岩からなり，化石としてVenericardia
siogamensis　NoMuRAやTurritella　iwakiensisなどの貝化石
や珊瑚化石のほかにCribroelphidium　imanishii　AsANoなど
本炭田では今までのところ本層群に限つて産する有孔虫化石を』
含ルでいる・

下部は灰色ないし黄褐色の砂岩泥岩の互層で，上部は含雲母石
英質粗粒砂岩である。泥岩中には植物化石や炭化物を含み，
Comptomiphyllum　naumani：NATHを産する・

おもに角形に割れる灰色於泥岩からなり，貝化石を産するほか、
新潟，秋田県下のいわゆる黒色頁岩層中に産する有孔虫を含ん
でいる。

炭田の全域にわたづて分布し，主として珪藻質頁岩や珪質で堅
硬な頁岩からなつている。板状に剥離しやすく，きわめて特徴
のある地層である。

五安型の砂岩と亀の尾型の頁岩の互層からなり，五安砂岩層と
亀の尾頁層の遽移層を示すものである。また本層からはCom－
ptomiphyllum　naumanni：NムTHが産出するQ

本層は場所によつて岩質にかなり変化があるが，多くの場合細
粒ないし粗粒の石英質あるいは含雲母砂岩からなり，炭化物を
含むことが多い。

ほとんど層理を示さない灰色ないし黒灰色の泥岩からなつてい
る。本層の下底には海緑石が含まれ，また海棲貝化石がまれに
産する。

灰色ないし緑色の緻密な砂岩からなり，下位の石城砂岩層より
もや、藪質である。またいわゆる浅貝貝化石群を含んでいるの
が特徴である○

おもに礫岩や中粒～細粒砂岩からなり，石炭を挾有する。普通
帯緑灰色を呈し，礫は稜角のある角閃岩・片麻岩・花崩岩・斑
礪岩および閃緑岩など附近の阿武隈山地にみるもので，またこ
れを膠結するものも同質の砂や泥である。また本層からはまれ
に鮫の歯や海棲貝化石が産出する。

双葉地区（二つ箭臨層から北の地区）に限つてあらわれ大野村玉
山から笠松・足沢にわたつて分布している。大部分が細粒～中
、粒の堅硬な塊状砂岩で，ほとんど石英と長石からなる。なお最
上部に堅硬な礫岩や頁岩を挾有する。この地質時代ぽYabe1・
cerasorientaleT．＆SやJrigemiasubovalisJ．varmi”
nor　Y．＆N．、などが産することにより上部白璽紀とされてい．
るo
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　　　　　　　　　　r　一騨響野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ凶

た。貝化石は陸岸の高久層群沼の内砂岩層のものと共通

しているし，また有孔虫化石は浅野清によれば沼の内砂

岩層に特有のものであるd’

　つまり岩質と化石とによつて，ドレッジ番号61から

掻き取つた標本は，高久層群のものとみなすことがでぎ

る・他のドレッジ番号の標本恥らは化石を識別できなか

つたが，これらの岩質が61のものと同じなので，4ユ・

51・53および61を含む海底には，おそらく高久層群が

分布しているものと考えられる。

　高久層群の分布海域とほ黛並行して，その南東側で採

集した標本（ドレッジ番号40・50および52による）は，

いずれも淡灰色の浮石質細粒伊中粒砂岩で，貝や有孔虫

の化石と炭質物の破片を含んでいる。有孔虫化石として

は，すべての標本から中山凝灰岩層に特有のC7伽06」一

ψh諺伽彫5窺α痂sh露ASANOが多産し，岩質は、飯野村中山

附近の中山凝灰岩層の最上部のものときわめてよく似て

・いるので，これら3点を結ぶ区域の海底には，中山凝灰

岩層すなわち白土層群が分布することはほ黛確実であ

σγ伽o卿灘秘勉伽α？πs彫　ASANO　×40

る。、

次に白土層群分布区域のさらに南東にあたる塩屋岬の

東方約3km附近で掻き取つた標本（ドレヅジ番号49・

59および60による）はいずれも灰色の於泥岩で，ドレッ

ジ番号49では漁γ痂痂伽sp．と1％餌oρh置o％θ54θs　sp。
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常磐炭田四倉・日立間の海底地質調査報告　（喜多河庸二・新野　弘）

　　多賀層群中の小型有孔虫化石表

種名
ドレヅジ番号　73　74　78　79　82　84　87　10010工104
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1～6δ≠oδoZ初伽αみザグo郷　（B：RA：DY）

・β％」吻初召”砂加σ6nsJ3ASANO　一
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ジ番号17のものは石城地区湯本区域，他のものはすべ

て同地区赤井区域の西辺部のものに近似し，他の炭田や

隣接地区のものには似ていない。

　ドレッジ番号45・46および年7の3点を結ぶRW～SE

の方向は，この附近の海流の方向と一致し，しかも海流

はSEからNWに向って流れているので，これらの石

炭片を供給した石炭露頭が，57の地点よりもさらにSE

方向に求められるかもしれないが，いまのところ想像の

域をでない。

　湯ノ嶽断層の海底におけ’る延長線の南側，すなわち福

島県石城郡泉村八崎沖から，茨城県日立沖にいたる広大

な面積を占める海域では，45点のドレヅジ4〉5ち32点

から岩盤が掻ぎ取られたが，それらの標本はすべて湯長

谷層群亀の尾頁岩層と多賀層群のものである。すなわち

八崎沖のドレヅジ番号89と92では珪藻質の板状頁岩と

凝灰質中粒砂岩が同時に掻き取られ，同沖93や94およ

び茨城県多賀群平潟沖の66のものは・いずれも劒理性

を有する珪質頁岩である。これらの標本はすべて亀の尾

頁岩層のものであるごとは疑う余地がない。他の大部分

の標本はすべて擬灰質於泥岩ないし細粒砂岩で，多くの

場合団球と思われる堅硬な細粒砂岩が同時に掻き取られ

ているo

　標本にはまだ未整理のものもあるが，翫即7」嬬のほ

か有孔虫がきわめて多く含まれ，また時には貝化石も含．

まれている。これらの標本は陸岸で南北に長く分布して

いる多賀層群のものであることはまず確実である。

　この地域の陸上の多賀層群からは，まだまとまつた有

孔虫化石の記載がないりで，上述の標本から得られだも

のは，今後その方面の研究に役立つであろうと、思われる

ので，参考までにドレヅジ番号ごとに化石種を表示した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q　八崎沖以南の海域の地質構造は，これを概観すれば，

おそらく多賀層群が水平に近い緩傾斜で波状に広く分布

していると思われる。陸上では多賀層群以下の第3系は

国鉄線泉5植田両駅の中間を通りNW～SEの軸をもち

SEに開いた向斜構造（王遠野向斜）を形成している。ま

πた八崎～小浜間の岩壁を海上から遠望すると，そこでは

多賀層群が明瞭な向斜構造を形成しているのが認められ・

’る。八崎～小浜間の向斜軸の位置は上遠野向斜軸の南の

延長方向に当りているので，おそらく前者と後者は構造

的年相関連したもの，すなわち前者の構造は後者の構造

を反映したものと考えられる。したがつて上遠野向斜の

甫の延長は，八崎’》小浜聞を通つて海底に抜けるものと

思われる。また大津市街地の西方の多賀層群にも，NW～

SEの軸をもち，SEに．沈む向斜構造が認められる○つ

まり八崎域南の構造は，、今までのところSE方向に緩く

沈む複向斜とみなすことができる・そ∫して八崎～小浜聞

の沖には亀の尾頁岩層が，おそらく多賀層群の直下に緩

い向斜構造を形成して広く分布しているものと推定され［

る。

4．結　　言

　（1）常磐炭田の久の浜・日立聞の海底では，湯ノ嶽

断層を界として，その北側では湯長谷層群から高久層群

までの地層が北方に開いた半向心構造の東翼を形成して

いるが，同断層の南側では主として多賀層群からなる地

層がNW～SEの軸をもつて広く分布し，少なくとも八

崎～大津間の同層群の下位には，亀の尾頁岩層がきわめ

て緩い傾斜で伏在しているものと推測される。

　（2）　二つ箭断層を界として北側と南側の向斜は，い

まのところ一i連のものであつたかわからない。

　（3）　四倉沖から採取された石炭片が果して岩盤傘ら

掻き取つたものか，あるいは運邊船や漁舶がたまたま落

したにすぎないものか，今後確認する必要がある。

　　　　　　　　　　　　（日召和28年3’》5月調査）
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